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試験研究事例 研究会 

清酒製造技術研究会 支援先 

清酒製造企業等 

 

 

【目 的】 
長期的展望として，清酒製造技術に関する勉強会の定期的な実施を通して，各蔵における清酒の

品質向上や製造技術者の育成，更には茨城県産酒の底上げを目指します。短期的には，技術情報の

収集・共有化や製造現場での悩み相談の場，参加者間の情報交換ネットワーク構築を目的に，県内

製造従事者向け研究会を開催いたします。 

 
【内 容】 

当該研究会への入会状況：研究会員 18社 

開催状況：下表のとおり 4回勉強会を開催 

 

表１ 日程及び概要 

回 日 程 参加数 概 要 

1 6/18（火） 18社 23名 
講義：ケイセイ化学工業（洗浄・殺菌），名醸社（呑み他） 

情報交換：麹甘酒評価等  

2 7/9（火） 14社 18名 蔵見学：滝澤酒造（埼玉県），島岡酒造（群馬県） 

3 8/29（木） 18社 25名 
情報提供：南杜講習会等 

講演：福島県ハイテクプラザ 鈴木氏（吟醸造り） 

4 9/6（金） 17社 24名 
情報提供：清酒製造技術セミナー，新潟研究発表会 

講演：渡邉酒造(株) 渡邉氏（私の酒造り） 

◎第 3回講演「福島県の吟醸造りについて」 

福島県内における人材育成や製造技術向上，酒質向上のための取り組み紹介，更に「福島流吟

醸酒製造マニュアル」について製造ポイント等を解説いただきました。 

◎第 4回講演「私の酒造りについて」 

渡邉酒造における製造技術並びに酒質の向上を目的とした各種鑑評会等に対する考え方や活

用の仕方を紹介いただきました。さらに，平成 24 酒造年度の大吟醸の造りについて，具体的に

データを示しながら解説いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の予定】 
来年度以降も引き続き，茨城県産酒の底上げを旗印に，研究会活動を継続していく方針です。 
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図１ 講演会の様子 図２ 蔵見学の様子 


